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(57)【要約】
　本出願は、ポリアルキレングリコール（ＰＡＧ）から選択される油と、リン酸アミン又
はタングステン酸アミンから選択される窒素化合物とを含む潤滑組成物に関する。前記潤
滑組成物は、車両エンジン、特に電動車両エンジンを潤滑するのに特に適している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリアルキルグリコール（ＰＡＧ又はポリアルキレングリコール）から選択される油と
、タングステン酸アミン又はリン酸アミンから選択される窒素化合物とを含む、潤滑組成
物。
【請求項２】
　前記窒素化合物が、
　－８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは１０～１
４個の炭素原子を含む少なくとも１つの直鎖状アルキル基を含む少なくとも１つの脂肪族
アミンから得られるタングステン酸アミン；
　－８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは１０～１
４個の炭素原子を含む少なくとも１つの分枝状アルキル基を含む少なくとも１つの脂肪族
アミンから得られるタングステン酸アミン；
　－８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは１０～１
４個の炭素原子を含む少なくとも１つの直鎖状アルキル基を含む少なくとも１つの脂肪族
アミンから得られる少なくとも１つのタングステン酸アミンと、８～１５個の炭素原子、
好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは１０～１４個の炭素原子を含む少なく
とも１つの分枝状アルキル基を含む少なくとも１つの脂肪族アミンから得られるタングス
テン酸アミンとの混合物
から選択される、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項３】
　前記窒素化合物がリン酸アミンであり、有機モリブデン化合物から選択される摩擦改質
剤、好ましくはジチオカルバミン酸モリブデン及びそれらの誘導体から選択される摩擦改
質剤をさらに含む、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項４】
　前記窒素化合物が、
　・式（ＩＡ）
【化１】

の化合物であって、式中、
　－Ｒ１が、２～１０個の炭素原子、好ましくは３～９個の炭素原子、より好ましくは５
～８個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示し、
　－Ｒ２が、８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは
１０～１４個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示す化合物、
　・式（ＩＢ）
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【化２】

の化合物であって、式中、
　－Ｒ１が、２～１０個の炭素原子、好ましくは３～９個の炭素原子、より好ましくは５
～８個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示し、
　－Ｒ２が、８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは
１０～１４個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示す化合物、
　・式（ＩＡ）の少なくとも１つの化合物と式（ＩＢ）の少なくとも１つの化合物との混
合物
から選択されるリン酸アミンである、請求項１又は２に記載の潤滑組成物。
【請求項５】
　前記ＰＡＧが、式（ＩＩ）のブロックポリマー又は式（ＩＩ）のランダムポリマーであ
って、

【化３】

式中、
　－Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ1～Ｃ30アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ4～
Ｃ12アルキル基を示し、
　－ｎが、２～６０、好ましくは５～３０又は７～１５の範囲の数を示し、
　－Ｒ４及びＲ５が、同一であるか又は異なっており、独立して、水素原子又はＣ1～Ｃ2

アルキル基を示す
式（ＩＩ）のブロックポリマー又は式（ＩＩ）のランダムポリマーである、請求項１～４
のいずれか１項に記載の潤滑組成物。
【請求項６】
　前記ＰＡＧが、
　・式（ＩＩＡ）のブロックポリマー又は式（ＩＩＡ）のランダムポリマーであって、
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【化４】

式中、
　－Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ1～Ｃ30アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ4～
Ｃ12アルキル基を示し、
　－ｍが、２～６０、好ましくは５～３０又は７～１５の範囲の数を示し、
　－Ｒ６及びＲ７が水素原子を示すか；又はＲ６が水素原子を示し、Ｒ７がメチル基を示
すか；又はＲ６がメチル基を示し、Ｒ７が水素原子を示すか；又はＲ６及びＲ７がメチル
基を示すか；又はＲ６がエチル基を示し、Ｒ７が水素原子を示すか；又はＲ６が水素原子
を示し、Ｒ７がエチル基を示す
式（ＩＩＡ）のブロックポリマー又は式（ＩＩＡ）のランダムポリマー、
　・式（ＩＩＢ）のブロックポリマー又は式（ＩＩＢ）のランダムポリマーであって、

【化５】

式中、
　－Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ1～Ｃ30アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ4～
Ｃ12アルキル基、より好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ8～Ｃ12アルキル基を示し、
　－ｐ及びｑが、独立して、１～３０、好ましくは２～１５又は２～８の範囲の数を示し
、
　－Ｒ８及びＲ９が水素原子を示すか；又はＲ８が水素原子を示し、Ｒ９がメチル基を示
すか；又はＲ８がメチル基を示し、Ｒ９が水素原子を示すか；又はＲ８及びＲ９がメチル
基を示すか；又はＲ８がエチル基を示し、Ｒ９が水素原子を示すか；又はＲ８が水素原子
を示し、Ｒ９がエチル基を示し、
　－Ｒ１０及びＲ１１が水素原子を示すか；又はＲ１０が水素原子を示し、Ｒ１１がメチ
ル基を示すか；又はＲ１０がメチル基を示し、Ｒ１１が水素原子を示すか；又はＲ１０及
びＲ１１がメチル基を示すか；又はＲ１０がエチル基を示し、Ｒ１１が水素原子を示すか
；又はＲ１０が水素原子を示し、Ｒ１１がエチル基を示す
式（ＩＩＢ）のブロックポリマー又は式（ＩＩＢ）のランダムポリマー
から選択される、請求項１～５のいずれか１項に記載の潤滑組成物。
【請求項７】
　前記ＰＡＧが、
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　・式（ＩＩＩ）のブロックポリマー又は式（ＩＩＩ）のランダムポリマーであって、
【化６】

式中、
　－Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ4～Ｃ12アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ4ア
ルキル基を示し、
　－ｐが、１～３０、好ましくは２～１５又は２～８の範囲の数を示し、
　－ｑが、１～３０、好ましくは１～１０の範囲の数を示す
式（ＩＩＩ）のブロックポリマー又は式（ＩＩＩ）のランダムポリマー、
　・式（ＩＶ）のブロックポリマー又は式（ＩＶ）のランダムポリマーであって、
【化７】

式中、
　－Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ8～Ｃ12アルキル基を示し、
　－ｐが２～６の範囲の数を示し、
　－ｑが２～５の範囲の数を示す
式（ＩＶ）のブロックポリマー又は式（ＩＶ）のランダムポリマー、
　・式（Ｖ）のブロックポリマー又は式（Ｖ）のランダムポリマーであって、

【化８】

式中、
　－Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ4～Ｃ12アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ4ア
ルキル基を示し、
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　－ｒが２～６０、好ましくは５～３０又は７～１５の範囲の数を示す
式（Ｖ）のブロックポリマー又は式（Ｖ）のランダムポリマー
から選択される、請求項１～６のいずれか１項に記載の潤滑組成物。
【請求項８】
　前記ＰＡＧが、式（ＶＩ）のブロックポリマー又は式（ＶＩ）のランダムポリマーであ
って、
【化９】

式中、
　－Ｒ１２が、直鎖状又は分枝状Ｃ1～Ｃ30アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ8

～Ｃ15アルキル基を示し、
　－ｓ及びｔが、独立して、１～５の範囲の平均数を示す
式（ＶＩ）のブロックポリマー又は式（ＶＩ）のランダムポリマーである、請求項１～４
のいずれか１項に記載の潤滑組成物。
【請求項９】
　１～９９．５ｗｔ％のＰＡＧを含む、請求項１～８のいずれか１項に記載の潤滑組成物
。
【請求項１０】
　１～３０ｗｔ％、好ましくは１～２０ｗｔ％、より好ましくは１～１５ｗｔ％のＰＡＧ
を含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の潤滑組成物。
【請求項１１】
　４０～９９．５ｗｔ％、好ましくは５０～９９．５ｗｔ％、より好ましくは７０～９９
．５ｗｔ％のＰＡＧを含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の潤滑組成物。
【請求項１２】
　０．１～３ｗｔ％、好ましくは０．１～２ｗｔ％、より好ましくは０．４～１．５ｗｔ
％の窒素化合物を含む、請求項１～１１のいずれか１項に記載の潤滑組成物。
【請求項１３】
　潤滑基油を含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載の潤滑組成物。
【請求項１４】
　有機モリブデン化合物から選択される摩擦改質剤、好ましくはジチオカルバミン酸モリ
ブデン及びそれらの誘導体から選択される摩擦改質剤をさらに含む、請求項１、２及び４
～１３のいずれか１項に記載の潤滑組成物。
【請求項１５】
　エンジンの潤滑又は自動車エンジンの潤滑のための、請求項１～１４のいずれか１項に
記載の潤滑組成物の使用。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、潤滑組成物、特に、車両エンジン、特に電動車両エンジンのための潤滑組成
物の分野に関する。特に、本出願は、車両エンジン、特に電動車両の潤滑のためのポリア
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ルキル化グリコール（ＰＡＧ又はポリアルキレングリコール）に基づく潤滑組成物に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　自動車エンジンの低減した燃料消費及びエネルギー効率は、高まる関心事である。この
点において、自動車両で使用されるエンジン潤滑剤が重要な役割を果たすことが知られて
いる。
【０００３】
　燃料エコ潤滑剤又は燃料エコノマイザーを配合するために、使用する潤滑ベースの粘度
を高くすることが知られている。また、粘度指数（ＶＩ）を向上するためにポリマーを使
用すること、又は摩擦改質剤を使用することが知られている。しかしながら、粘度指数を
向上するポリマーは、使用される潤滑組成物のエンジン清浄度を劣化させるという欠点を
有する。また、最近のエンジンは高い熱負荷を受け、それにより大きな堆積現象が引き起
こされる。堆積物は、燃焼チャンバーの最も近くの部品、したがって最も高温の部品にお
ける潤滑剤の化学的変化と関連している。
【０００４】
　ポリアルキル化グリコール（ＰＡＧ又はポリアルキレングリコール）に基づく燃料エコ
な潤滑組成物は、国際公開第２０１３／１６４４４９号に記載されており、その組成物は
また、エンジン清浄度について良好な特性を有する。
【０００５】
　しかしながら、これらのＰＡＧの使用は、時々、エンジンの機械部品の摩耗の増加を引
き起こし、したがって、エンジンの使用寿命の劣化を引き起こす。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、従来技術の欠点の一部又は全てを解決するために、潤滑組成物、特に、電
動車両エンジンのための潤滑組成物を提供することに関心がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の１つの対象は、改善した耐摩耗特性を提供するＰＡＧに基づく潤滑組成物、特
に、電動車両エンジンのためのＰＡＧに基づく潤滑組成物を提供することである。
【０００８】
　本発明の別の対象は、改善した耐摩耗特性及び満足いく燃料エコ特性の両方を提供する
ＰＡＧに基づく潤滑組成物、特に、電動車両エンジンのためのＰＡＧに基づく潤滑組成物
を提供することである。
【０００９】
　本発明の別の対象は、エンジン清浄度を劣化させずに、改善した耐摩耗特性を提供する
ＰＡＧに基づく潤滑組成物、特に、電動車両エンジンのためのＰＡＧに基づく潤滑組成物
を提供することである。
【００１０】
　本発明の別の対象は、エンジン清浄度を劣化させずに、改善した耐摩耗特性及び満足い
く燃料エコ特性を提供するＰＡＧに基づく潤滑組成物、特に、電動車両エンジンのための
ＰＡＧに基づく潤滑組成物を提供することである。
【００１１】
　本発明の別の対象は、改善した耐摩耗特性を提供し、配合するのが容易であるＰＡＧに
基づく潤滑組成物、特に、電動車両エンジンのためのＰＡＧに基づく潤滑組成物を提供す
ることである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　上記の目的を達成し、従来技術における引用した欠点を解決するために、本発明は、
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　－ポリアルキルグリコール（ＰＡＧ又はポリアルキレングリコール）から選択される油
と、
　－リン酸アミン又はタングステン酸アミンから選択される窒素化合物と
を含む潤滑組成物を提案する。
【００１３】
　特に有利には、本発明の潤滑組成物は、エンジン、好ましくは車両、より好ましくは電
動車両のための潤滑組成物である。
【００１４】
　本発明に係る窒素化合物は、リン酸アミンから選択することができ、組成物は、好まし
くは、有機モリブデン化合物から選択される摩擦改質剤、好ましくはジチオカルバミン酸
モリブデン及びそれらの誘導体から選択される摩擦改質剤をさらに含む。
【００１５】
　好ましくは、本発明に係る窒素化合物は、
　・式（ＩＡ）

【化１】

の化合物であって、式中、
　－Ｒ１が、２～１０個の炭素原子、好ましくは３～９個の炭素原子、より好ましくは５
～８個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示し、
　－Ｒ２が、８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは
１０～１４個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示す化合物、
　・式（ＩＢ）

【化２】

の化合物であって、式中、
　－Ｒ１が、２～１０個の炭素原子、好ましくは３～９個の炭素原子、より好ましくは５
～８個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示し、
　－Ｒ２が、８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは
１０～１４個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示す化合物、
　・式（ＩＡ）の少なくとも１つの化合物と式（ＩＢ）の少なくとも１つの化合物との混
合物
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【００１６】
　より好ましくは、本発明に係る窒素化合物は、
　・式（ＩＡ）
【化３】

の化合物であって、式中、
　－Ｒ１が、２～１０個の炭素原子、好ましくは３～９個の炭素原子、より好ましくは５
～８個の炭素原子を含む直鎖状アルキル基を示し、
　－Ｒ２が、８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは
１０～１４個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示す化合物、
　・式（ＩＢ）

【化４】

の化合物であって、式中、
　－Ｒ１が、２～１０個の炭素原子、好ましくは３～９個の炭素原子、より好ましくは５
～８個の炭素原子を含む直鎖状アルキル基を示し、
　－Ｒ２が、８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは
１０～１４個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示す化合物、
　・式（ＩＡ）の少なくとも１つの化合物と式（ＩＢ）の少なくとも１つの化合物との混
合物
から選択されるリン酸アミンである。
【００１７】
　またより好ましくは、本発明に係る窒素化合物は、
　・式（ＩＡ）
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【化５】

の化合物であって、式中、
　－Ｒ１が、２～１０個の炭素原子、好ましくは３～９個の炭素原子、より好ましくは５
～８個の炭素原子を含む分枝状アルキル基を示し、
　－Ｒ２が、８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは
１０～１４個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示す化合物、
　・式（ＩＢ）

【化６】

の化合物であって、式中、
　－Ｒ１が、２～１０個の炭素原子、好ましくは３～９個の炭素原子、より好ましくは５
～８個の炭素原子を含む分枝状アルキル基を示し、
　－Ｒ２が、８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは
１０～１４個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示す化合物、
　・式（ＩＡ）の少なくとも１つの化合物と式（ＩＢ）の少なくとも１つの化合物との混
合物
から選択されるリン酸アミンである。
【００１８】
　またより好ましくは、本発明に係る窒素化合物は、
　・式（ＩＡ）
【化７】
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　－Ｒ１が、２～１０個の炭素原子、好ましくは３～８個の炭素原子、より好ましくは４
～７個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示し、
　－Ｒ２が、８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは
１０～１４個の炭素原子を含む直鎖状アルキル基を示す化合物、
　・式（ＩＢ）
【化８】

の化合物であって、式中、
　－Ｒ１が、２～１０個の炭素原子、好ましくは３～８個の炭素原子、より好ましくは４
～７個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示し、
　－Ｒ２が、８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは
１０～１４個の炭素原子を含む直鎖状アルキル基を示す化合物、
　・式（ＩＡ）の少なくとも１つの化合物と式（ＩＢ）の少なくとも１つの化合物との混
合物
から選択されるリン酸アミンである。
【００１９】
　またより好ましくは、本発明に係る窒素化合物は、
　・式（ＩＡ）

【化９】

の化合物であって、式中、
　－Ｒ１が、２～１０個の炭素原子、好ましくは３～８個の炭素原子、より好ましくは４
～７個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示し、
　－Ｒ２が、８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは
１０～１４個の炭素原子を含む分枝状アルキル基を示す化合物、
　・式（ＩＢ）



(12) JP 2019-508562 A 2019.3.28

10

20

30

40

50

【化１０】

の化合物であって、式中、
　－Ｒ１が、２～１０個の炭素原子、好ましくは３～８個の炭素原子、より好ましくは４
～７個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基を示し、
　－Ｒ２が、８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは
１０～１４個の炭素原子を含む分枝状アルキル基を示す化合物、
　・式（ＩＡ）の少なくとも１つの化合物と式（ＩＢ）の少なくとも１つの化合物との混
合物
から選択されるリン酸アミンである。
【００２０】
　有利には、窒素化合物は、式（ＩＡ）の少なくとも１つの化合物と式（ＩＢ）の少なく
とも１つの化合物との混合物であり、式中、
　－Ｒ１が、ヘキシル基又はエチルヘキシル基を示し、
　－Ｒ２が、１１～１４個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝状アルキル基、好ましくは直
鎖状又は分枝状Ｃ13アルキル基を示す。
【００２１】
　本発明に係る窒素化合物は、タングステン酸アミンから選択することができる。
【００２２】
　本発明に係るタングステン酸アミン、及びそれらの調製方法は、国際公開第２００８／
１１６０９９号又は同第２０１３／０７７９４８号に記載される。
【００２３】
　また好ましくは、本発明に係る窒素化合物は、
　－８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは１０～１
４個の炭素原子を含む少なくとも１つの直鎖状アルキル基を含む少なくとも１つの脂肪族
アミンから得られるタングステン酸アミン、
　－８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは１０～１
４個の炭素原子を含む少なくとも１つの分枝状アルキル基を含む少なくとも１つの脂肪族
アミンから得られるタングステン酸アミン、
　－８～１５個の炭素原子、好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは１０～１
４個の炭素原子を含む少なくとも１つの直鎖状アルキル基を含む少なくとも１つの脂肪族
アミンから得られる少なくとも１つのタングステン酸アミンと、８～１５個の炭素原子、
好ましくは９～１４個の炭素原子、より好ましくは１０～１４個の炭素原子を含む少なく
とも１つの分枝状アルキル基を含む少なくとも１つの脂肪族アミンから得られるタングス
テン酸アミンとの混合物
から選択される。
【００２４】
　より好ましくは、窒素化合物は、１１～１４個の炭素原子を含む少なくとも１つの直鎖
状アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ13アルキル基を含む少なくとも１つの脂肪
族アミンから得られる少なくとも１つのタングステン酸アミンと、１１～１４個の炭素原
子を含む少なくとも１つの分枝状アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ13アルキル
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ある。
【００２５】
　本発明に係る窒素化合物の例としては、ＢＡＳＦにより販売される製品Ｉｒｇａｌｕｂ
ｅ３４９、又は、Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔにより販売される製品Ｖａｎｌｕｂｅ　Ｗ－３２
４（登録商標）が挙げられる。
【００２６】
　好ましくは、本発明に係る潤滑組成物は、０．１～３ｗｔ％、好ましくは０．１～２ｗ
ｔ％、より好ましくは０．４～１．５ｗｔ％の窒素化合物を含む。
【００２７】
　本発明によれば、本発明に係る潤滑組成物のＰＡＧは、ブロックポリマー又はランダム
ポリマーであることができる。
【００２８】
　本発明に係るＰＡＧは、炭化水素鎖の長さが変化することができるアルキル基を含む。
本発明によれば、炭化水素鎖の長さは、炭素原子の数の平均値により規定される。
【００２９】
　好ましくは、本発明に係る組成物のＰＡＧは、式（ＩＩ）のブロックポリマー又は式（
ＩＩ）のランダムポリマーであって、
【化１１】

式中、
　－Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ1～Ｃ30アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ4～
Ｃ12アルキル基を示し、
　－ｎが、２～６０、好ましくは５～３０又は７～１５の範囲の数であり、
　－Ｒ４及びＲ５が、同一であるか又は異なっており、独立して、水素原子又はＣ1～Ｃ2

アルキル基を示す
ブロックポリマー又はランダムポリマーである。
【００３０】
　本発明に係るＰＡＧについて、ｎが、２～６０、好ましくは５～３０又は７～１５の範
囲の数を示すことができる。
【００３１】
　本発明に係る好ましいＰＡＧについて、Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ4～Ｃ12アルキル
基を示し、Ｒ４及びＲ５が異なっており、独立して、水素原子又はＣ1～Ｃ2アルキル基を
示し、ｎが７～１５の数を示す。
【００３２】
　また好ましくは、本発明に係る組成物のＰＡＧは、式（ＩＩＡ）のブロックポリマー又
は式（ＩＩＡ）のランダムポリマーであって、
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【化１２】

式中、
　－Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ1～Ｃ30アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ4～
Ｃ12アルキル基を示し、
　－ｍが、２～６０、好ましくは５～３０又は７～１５の範囲の数であり、
　－Ｒ６及びＲ７が水素原子を示すか；又はＲ６が水素原子を示し、Ｒ７がメチル基を示
すか；又はＲ６がメチル基を示し、Ｒ７が水素原子を示すか；又はＲ６及びＲ７がメチル
基を示すか；又はＲ６がエチル基を示し、Ｒ７が水素原子を示すか；又はＲ６が水素原子
を示し、Ｒ７がエチル基を示す
ブロックポリマー又はランダムポリマーである。
【００３３】
　本発明に係るＰＡＧについて、ｍが、２～６０、好ましくは５～３０又は７～１５の範
囲の数を示すことができる。
【００３４】
　本発明に係る好ましいＰＡＧについて、Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ4～Ｃ12アルキル
基を示し、Ｒ６及びＲ７が異なっており、独立して、水素原子、メチル基又はエチル基を
示し、ｎが７～１５の数を示す。
【００３５】
　また好ましくは、本発明に係る組成物のＰＡＧは、式（ＩＩＢ）のブロックポリマー又
は式（ＩＩＢ）のランダムポリマーであって、

【化１３】

式中、
　－Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ1～Ｃ30アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ4～
Ｃ12アルキル基、より好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ8～Ｃ12アルキル基を示し、
　－ｐ及びｑが、独立して、１～３０、好ましくは２～１５又は２～８の範囲の数を示し
、
　－Ｒ８及びＲ９が水素原子を示すか；又はＲ８が水素原子を示し、Ｒ９がメチル基を示
すか；又はＲ８がメチル基を示し、Ｒ９が水素原子を示すか；又はＲ８及びＲ９がメチル
基を示すか；又はＲ８がエチル基を示し、Ｒ９が水素原子を示すか；又はＲ８が水素原子
を示し、Ｒ９がエチル基を示し、
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　－Ｒ１０及びＲ１１が水素原子を示すか；又はＲ１０が水素原子を示し、Ｒ１１がメチ
ル基を示すか；又はＲ１０がメチル基を示し、Ｒ１１が水素原子を示すか；又はＲ１０及
びＲ１１がメチル基を示すか；又はＲ１０がエチル基を示し、Ｒ１１が水素原子を示すか
；又はＲ１０が水素原子を示し、Ｒ１１がエチル基を示す
ブロックポリマー又はランダムポリマーである。
【００３６】
　本発明に係るＰＡＧについて、ｐ及びｑが、独立して、１～３０、好ましくは２～１５
又は２～８の範囲の数を示すことができる。
【００３７】
　本発明に係る特定のＰＡＧについて、以下
　－Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０及びＲ１１が水素原子を示すＰＡＧか；又は
　－Ｒ８及びＲ１０が水素原子を示し、Ｒ９及びＲ１１がメチル基を示すＰＡＧか；又は
　－Ｒ８及びＲ１０が水素原子を示し、Ｒ９及びＲ１１がエチル基を示すＰＡＧか；又は
　－Ｒ８及びＲ１０が水素原子を示し、Ｒ９がメチル基を示し、Ｒ１１がエチル基を示す
ＰＡＧか；又は
　－Ｒ８及びＲ１０が水素原子を示し、Ｒ９がエチル基を示し、Ｒ１１がメチル基を示す
ＰＡＧか；又は
　－Ｒ８、Ｒ９及びＲ１１が水素原子を示し、Ｒ１０がメチル基を示すＰＡＧか；又は
　－Ｒ８、Ｒ１０及びＲ１１が水素原子を示し、Ｒ９がメチル基を示すＰＡＧ
を挙げることができる。
【００３８】
　本発明に係る好ましいＰＡＧについて、Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ4～Ｃ12アルキル
基を示し、Ｒ８、Ｒ１０及びＲ１１が水素原子を示し、Ｒ９がメチル基を示し、ｐが３～
５の範囲の数、例えば４．５を示し、ｑが１～３の範囲の数、例えば２を示す。
【００３９】
　本発明に係るより好ましいＰＡＧについて、Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ8～Ｃ12アル
キル基を示し、Ｒ８が水素原子を示し、Ｒ９がメチル基を示し、Ｒ１０が水素原子を示し
、Ｒ１１がエチル基を示す。ｐが３～８の範囲の数、例えば５を示し、ｑが３～８の範囲
の数、例えば４を示す。
【００４０】
　より好ましくは、本発明に係る組成物のＰＡＧは、式（ＩＩＩ）のブロックポリマー又
は式（ＩＩＩ）のランダムポリマーであって、
【化１４】

式中、
　－Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ4～Ｃ12アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ4ア
ルキル基を示し、
　－ｐが、１～３０、好ましくは２～１５又は２～８の範囲の数を示し、
　－ｑが、１～３０、好ましくは１～１０の範囲の数を示す
ブロックポリマー又はランダムポリマーである。
【００４１】
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　式（ＩＩＩ）のＰＡＧの例として、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌにより販売されるＳｙｎ
ａｌｏｘ５０－Ｂ（登録商標）シリーズの製品を挙げることができる。
【００４２】
　より特に好ましくは、本発明に係る組成物のＰＡＧは、式（ＩＶ）のブロックポリマー
又は式（ＩＶ）のランダムポリマーであって、
【化１５】

式中、
　－Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ8～Ｃ12アルキル基を示し、
　－ｐが２～６の範囲の数を示し、
　－ｑが２～５の範囲の数を示す
ブロックポリマー又はランダムポリマーである。
【００４３】
　本発明に係る組成物のために使用されるＰＡＧは、１～３０個の炭素原子を含む少なく
とも１つのアルコールタイプの開始剤を、１つ又は複数のアルキレンオキシドのエポキシ
結合と反応させ、次いで、反応を伝搬させて、これらのポリマーを得ることで調製するこ
とができる。好ましいアルキレンオキシドは、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、
及びブチレンオキシドである。式（ＩＶ）のＰＡＧを調製するための方法は、国際公開第
２０１２／０７０００７号又は同第２０１３／１６４４４９号に記載される。
【００４４】
　より特に好ましくは、本発明に係る組成物のＰＡＧは、式（Ｖ）のブロックポリマー又
は式（Ｖ）のランダムポリマーであって、
【化１６】

式中、
　－Ｒ３が、直鎖状又は分枝状Ｃ4～Ｃ12アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ4ア
ルキル基を示し、
　－ｒが、２～６０、好ましくは５～３０又は７～１５の範囲の数を示す
ブロックポリマー又はランダムポリマーである。
【００４５】
　式（Ｖ）のＰＡＧの例として、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌにより販売されるＳｙｎａｌ
ｏｘ１００－Ｂ（登録商標）シリーズの製品を挙げることができる。
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【００４６】
　より好ましくは、ＰＡＧは、式（ＶＩ）のブロックポリマー又は式（ＶＩ）のランダム
ポリマーであって、
【化１７】

式中、
　－Ｒ１２が、直鎖状又は分枝状Ｃ1～Ｃ30アルキル基、好ましくは直鎖状又は分枝状Ｃ8

～Ｃ15アルキル基を示し、
　－ｓ及びｔが、独立して、１～５の範囲の平均数を示す
ブロックポリマー又はランダムポリマーである。
【００４７】
　本発明に係る好ましいＰＡＧについて、Ｒ１２が、直鎖状Ｃ8アルキル基、分枝状Ｃ8ア
ルキル基、直鎖状Ｃ9アルキル基、分枝状Ｃ9アルキル基、直鎖状Ｃ10アルキル基、分枝状
Ｃ10アルキル基、直鎖状Ｃ11アルキル基、分枝状Ｃ11アルキル基、直鎖状Ｃ12アルキル基
、分枝状Ｃ12アルキル基、直鎖状Ｃ13アルキル基、分枝状Ｃ13アルキル基、直鎖状Ｃ14ア
ルキル基、分枝状Ｃ14アルキル基、直鎖状Ｃ15アルキル基、分枝状Ｃ15アルキル基から選
択される基を示す。
【００４８】
　本発明に係る好ましいＰＡＧについて、
　－ｓがｔ以上であるか；又は
　－ｓが２～４．５の範囲の平均数を示すか；又は
　－ｔが１．５～４の範囲の平均数を示す。
【００４９】
　本発明に係る好ましいＰＡＧについて、
　－ｓが２．５～３．５の範囲の平均数を示すか；又は
　－ｔが２～３の範囲の平均数を示す。
【００５０】
　本発明に係る好ましいＰＡＧについて、
　－ｓが２．５に等しい平均数を示し、ｔが２に等しい平均数を示すか；又は
　－ｓが３．５に等しい平均数を示し、ｔが２．８に等しい平均数を示す。
【００５１】
　本発明に係る好ましいＰＡＧについて、
　－ＡＳＴＭ　Ｄ４４５標準に従って測定した場合に、動粘度が１００℃において２．５
～４．５ｍｍ2／ｓの範囲であるか；又は
　－粘度指数が１６０超又は１６０～２１０であるか；又は
　－流動点が－４０℃未満であるか；又は
　－ＡＳＴＭ　Ｄ５２９３標準に従って測定した場合に、粘度（ＣＣＳ）が－３５℃にお
いて１２００ｍＰａ・ｓ未満である。
【００５２】
　式（ＶＩ）のＰＡＧを調製するための方法は、国際公開第２０１６／０１６３６２号に
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記載される。
【００５３】
　好ましくは、本発明に係る潤滑組成物は、１～９９．５ｗｔ％のＰＡＧを含む。
【００５４】
　好ましくは、本発明に係る潤滑組成物は、好ましくは、５～８０ｗｔ％、例えば、５～
７０ｗｔ％、５～６０ｗｔ％、５～５０ｗｔ％、５～４０ｗｔ％、好ましくは１０～８０
ｗｔ％、例えば、１０～７０ｗｔ％、１０～６０ｗｔ％、１０～５０ｗｔ％、１０～４０
ｗｔ％、好ましくは２０～８０ｗｔ％、例えば、２０～７０ｗｔ％、２０～６０ｗｔ％、
２０～５０ｗｔ％、２０～４０ｗｔ％、好ましくは３０～８０ｗｔ％、例えば、３０～７
０ｗｔ％、３０～６０ｗｔ％、３０～５０ｗｔ％、３０～４０ｗｔ％のＰＡＧを含む。
【００５５】
　より好ましくは、本発明に係る潤滑組成物は、１～３０ｗｔ％、好ましくは１～２０ｗ
ｔ％、より好ましくは１～１５ｗｔ％のＰＡＧを含む。
【００５６】
　別のより好ましい態様では、本発明に係る潤滑組成物は、４０～９９．５ｗｔ％、好ま
しくは５０～９９．５ｗｔ％、より好ましくは６０～９９．５ｗｔ％、さらにより好まし
くは７０～９９．５ｗｔ％、有利には８０～９９．５ｗｔ％のＰＡＧを含む。
【００５７】
　リン酸アミン又はタングステン酸アミンから選択される窒素化合物及びＰＡＧに加えて
、本発明に係る潤滑組成物は、基油を含むことができる。
【００５８】
　一般に、本発明に係る潤滑組成物は、その使用に適した任意のタイプの潤滑基油、鉱物
、合成又は天然の油、動物性又は植物性の油を含むことができる。
【００５９】
　したがって、本発明に係る潤滑組成物で使用される基油は、ＡＰＩ分類で規定される分
類に従ったグループＩ～Ｖに属する鉱物又は合成起源の油（又はＡＴＩＥＬ分類に従った
それらの等価物）（表Ａ）又はそれらの混合物であることができる。
【００６０】
　好ましくは、基油はＰＡＧとは異なる。
【００６１】
【表１】

【００６２】
　本発明に係る潤滑組成物のために使用することができる鉱物基油としては、原油の常圧
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蒸留及び真空蒸留を行い、その後、精製作業、例えば、抽出、脱塩、溶媒脱ろう、水素化
処理、水素化分解、水素化異性化、及び水素化仕上げを行うことで得られる任意のタイプ
のベースが挙げられる。合成油と鉱物油の混合物をまた使用することができる。
【００６３】
　一般的に、潤滑ベースが、エンジン又は車両変速機のための使用に特に適合した特性、
特に、粘度、粘度指数、硫黄含有量、及び酸化耐性を有さなければならないことを除いて
、本発明に係る潤滑組成物を作るために様々な潤滑ベースを使用することについて、制限
は存在しない。
【００６４】
　本発明に係る潤滑組成物の基油はまた、幾つかのカルボン酸エステル及びアルコールの
ような合成油、並びにポリアルファオレフィンから選択することができる。基油として使
用されるポリアルファオレフィンは、例えば、４～３２個の炭素原子を含むモノマー、例
えば、オクテン又はデセンから得られ、その粘度は、ＡＳＴＭ　Ｄ４４５に従って１００
℃において１．５～１５ｍｍ2／ｓである。それらの平均分子量は、一般的に、ＡＳＴＭ
　Ｄ５２９６に従って２５０～３０００である。
【００６５】
　有利には、本発明によれば、基油は、グループＩＩＩの油、グループＩＶの油及びグル
ープＶの油から選択することができる。
【００６６】
　有利には、本発明に係る潤滑組成物は、組成物の全体重量に対して５０ｗｔ％以上の基
油を含むことができる。より有利には、本発明に係る潤滑組成物は、組成物の全体重量に
対して６０ｗｔ％以上、又はさらには７０ｗｔ％以上の基油を含むことができる。より特
に有利には、本発明に係る潤滑組成物は、組成物の全体重量に対して５０、６０若しくは
７０～９９．９ｗｔ％、又は５０、６０若しくは７０～９０ｗｔ％の１つ又は複数の基油
を含むことができる。
【００６７】
　本発明に係る潤滑組成物はまた、少なくとも１つの追加の添加剤を含むことができる。
多くの追加の添加剤を、本発明に係る潤滑組成物のために使用することができる。本発明
に係る潤滑組成物に好ましい追加の添加剤は、洗剤添加剤、リン酸アミン又はタングステ
ン酸アミンから選択される化合物とは異なる耐摩耗添加剤、摩擦改質剤、極圧添加剤、分
散剤、流動点向上剤、消泡剤、増粘剤、及びそれらの混合物から選択される。
【００６８】
　好ましくは、本発明に係る潤滑組成物は、有機モリブデン化合物から、好ましくはジチ
オカルバミン酸モリブデン及びそれらの誘導体から選択される少なくとも１つの無機摩擦
改質剤を含む。
【００６９】
　好ましくは、本発明に係る潤滑組成物は、０．１～２ｗｔ％、好ましくは０．１～１．
５ｗｔ％、より好ましくは０．５～１．５ｗｔ％の無機摩擦改質剤を含む。
【００７０】
　リン酸アミン又はタングステン酸アミンから選択される化合物とは異なる様々な追加の
耐摩耗添加剤が存在する。
【００７１】
　追加の耐摩耗添加剤は、リン硫黄添加剤、例えば、金属アルキルチオリン酸塩、特にア
ルキルチオリン酸亜鉛、より具体的にはジアルキルジチオリン酸亜鉛又はＺｎＤＴＰから
選択することができる。好ましい化合物は、式Ｚｎ（（ＳＰ（Ｓ）（ＯＲ13）（ＯＲ14）
）2を有し、式中、Ｒ13及びＲ14は、同一であるか又は異なっていることができ、独立し
て、アルキル基、好ましくは１～１８個の炭素原子を含むアルキル基を示す。
【００７２】
　有利には、本発明に係る潤滑組成物は、潤滑組成物の全体重量に対して０．０１～６ｗ
ｔ％、好ましくは０．０５～４ｗｔ％、より好ましくは０．１～２ｗｔ％の追加の耐摩耗
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添加剤を含むことができる。
【００７３】
　本発明に係る潤滑組成物は、少なくとも１つの有機摩擦改質剤を含むことができる。有
機摩擦改質剤は、脂肪酸及びポリオールのモノエステル、アルコキシル化アミン、アルコ
キシル化脂肪族アミン、脂肪族エポキシド、ボレート脂肪族エポキシド；脂肪族アミン又
は脂肪酸グリセロールエステルから選択することができる。本発明によれば、脂肪族化合
物は、１０～２４個の炭素原子を含む少なくとも１つの炭化水素基を含む。
【００７４】
　有利には、本発明に係る潤滑組成物は、少なくとも１つの酸化防止剤を含むことができ
る。酸化防止剤は、一般的に、使用中の潤滑組成物の劣化を遅らせるように作用する。こ
の劣化は、特に、堆積物の形成、スラッジの存在、又は潤滑組成物の粘度の増加を引き起
こすことがある。
【００７５】
　酸化防止剤は、特に、ヒドロペルオキシド崩壊剤又はラジカル抑制剤として作用する。
一般的に使用される酸化防止剤において、フェノールタイプの酸化防止剤、アミンタイプ
の酸化防止剤、リン硫黄酸化防止剤を挙げることができる。これらの酸化防止剤の幾つか
、例えばリン硫黄酸化防止剤は灰生成剤であることがある。フェノール酸化防止剤は、灰
を含まないことができるか、又は、中性若しくは塩基性金属塩の形態であることができる
。酸化防止剤は、特に、立体障害フェノール、チオエーテルブリッジを含む立体障害フェ
ノールエステル及び立体障害フェノール、ジフェニルアミン、少なくとも１つのＣ1～Ｃ1

2アルキル基で置換されたジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ’－ジアルキルアリールジアミン、
並びにそれらの混合物から選択することができる。
【００７６】
　好ましくは、本発明によれば、立体障害フェノールは、アルコール機能を含む炭素の少
なくとも１つの隣接炭素が少なくとも１つのＣ1～Ｃ10アルキル基、好ましくはＣ1～Ｃ6

アルキル基、好ましくはＣ4アルキル基、好ましくはｔｅｒ－ブチル基で置換されたフェ
ノール基を含む化合物から選択される。
【００７７】
　アミノ化合物は、任意選択でフェノール酸化防止剤と組み合わせて使用することができ
る別分類の酸化防止剤である。アミン化合物の例は、芳香族アミンであり、例えば、式Ｎ
ＲaＲbＲcの芳香族アミンであり、式中、Ｒaが任意選択で置換された脂肪族基又は芳香族
基を示し、Ｒbが任意選択で置換された芳香族基を示し、Ｒcが水素、アルキル基、アリー
ル基、又は式ＲdＳ（Ｏ）zＲ

eの基を示し、式中、Ｒdがアルキレン基又はアルケニレン基
を示し、Ｒeがアルキル基、アルケニル基又はアリール基を示し、ｚが０、１又は２を示
す。
【００７８】
　硫化アルキルフェノール又はそれらのアルカリ金属塩及びアルカリ土類金属塩をまた、
酸化防止剤として使用することができる。
【００７９】
　別分類の酸化防止剤は、銅化合物であり、例えば、チオ又はジチオリン酸銅、銅及びカ
ルボン酸塩、ジチオカルバメート、スルホネート、フェネート、銅アセチルアセトナート
である。銅塩Ｉ及びＩＩ、コハク酸又は無水物塩をまた使用することができる。
【００８０】
　本発明に係る潤滑組成物は、当業者に公知な全てのタイプの酸化防止剤を含有すること
ができる。
【００８１】
　また有利には、本発明に係る潤滑組成物は、組成物の全体重量に対して０．５～２ｗｔ
％の少なくとも１つの酸化防止剤を含む。
【００８２】
　本発明に係る潤滑組成物はまた、少なくとも１つの洗剤添加剤を含むことができる。洗
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剤添加剤は、一般的に、二次酸化及び燃焼生成物を溶解することによって金属部品の表面
上での堆積物の形成を低減することが可能である。
【００８３】
　本発明に係る潤滑組成物で使用することができる洗剤添加剤は、長い親油性炭化水素鎖
及び親水性ヘッドを含むアニオン性化合物であることができる。関連カチオンは、アルカ
リ金属又はアルカリ土類金属の金属カチオンであることができる。洗剤添加剤は、好まし
くは、カルボン酸のアルカリ金属塩又はアルカリ土類金属塩、スルホン酸塩、サリチル酸
塩、ナフタレン酸塩及び石炭酸塩から選択される。アルカリ金属及びアルカリ土類金属は
、好ましくは、カルシウム、マグネシウム、ナトリウム又はバリウムである。これらの金
属塩は、一般的に、化学量論的量で又は過剰に、したがって化学量論的量より多い量で金
属を含む。そして、これらは過塩基化洗剤添加剤であり、洗剤添加剤に過塩基化特徴をも
たらす過剰な金属は、一般的に、油中に不溶な金属塩の形態であり、例えば、炭酸塩、水
酸化物、シュウ酸塩、酢酸塩、グルタミン酸塩であり、好ましくは炭酸塩である。
【００８４】
　有利には、本発明に係る潤滑組成物は、潤滑組成物の全体重量に対して２～４ｗｔ％の
洗剤添加剤を含むことができる。
【００８５】
　また有利には、本発明に係る潤滑組成物はまた、少なくとも１つの流動点向上剤を含む
ことができる。
【００８６】
　パラフォン結晶の形成を遅らせることで、流動点向上剤は、一般的に、本発明に係る潤
滑組成物の低温挙動を改善する。
【００８７】
　流動点向上剤の例としては、アルキルポリメタクリレート、ポリアクリレート、ポリア
リールアミド、ポリアルキルフェノール、ポリアルキルナフタレン、及びアルキル化ポリ
スチレンを挙げることができる。
【００８８】
　有利には、本発明に係る潤滑組成物はまた、少なくとも１つの分散剤を含むことができ
る。分散剤は、マンニッヒ塩基、スクシンイミド、及びそれらの誘導体から選択すること
ができる。
【００８９】
　また有利には、本発明に係る潤滑組成物は、潤滑組成物の全体重量に対して０．２～１
０ｗｔ％の分散剤を含むことができる。
【００９０】
　有利には、潤滑組成物はまた、粘度指数を向上する少なくとも１つのポリマーを含むこ
とができる。粘度指数を向上するポリマーの例としては、水素化又は非水素化の、スチレ
ン、ブタジエン及びイソプレンのポリマーエステル、ホモポリマー又はコポリマー、ポリ
メタクリレート（ＰＭＡ）が挙げられる。
【００９１】
　また有利には、本発明に係る潤滑組成物は、潤滑組成物の全体重量に対して１～１５ｗ
ｔ％の粘度指数を改善するポリマーを含むことができる。
【００９２】
　好ましくは、本発明に係る潤滑組成物は、エンジン、好ましくは車両、より好ましくは
電動車両の潤滑のために使用される。
【００９３】
　したがって、本発明はまた、エンジン、好ましくは車両、より好ましくは電動車両を潤
滑するための本発明に係る潤滑組成物の使用に関する。
【００９４】
　より好ましくは、本発明はまた、車両エンジン、より好ましくは電動車両を潤滑するた
めの本発明に係る潤滑組成物の使用に関する。
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　本発明はまた、車両、好ましくは電動車両を潤滑する方法であって、モータを本発明に
係る潤滑組成物に接触させる少なくとも１つの工程を含む方法に関する。
【００９６】
　本発明はまた、ＰＡＧから選択される油を含む潤滑組成物の耐摩耗特性を改善するため
の、リン酸アミン又はタングステン酸アミンから選択される窒素化合物の使用に関する。
【００９７】
　上述したＰＡＧ及び窒素化合物に関する全ての特徴及び選択は、この使用に適用する。
【００９８】
　本発明を、非限定的な例を使用して以下で説明する。
【００９９】
　例１：本発明に係る潤滑組成物
　本発明に係る潤滑組成物を以下の表１に従って調製した（組成物は重量（ｇ）で示され
る）。
【０１００】
　以下の組成物において：
　－ＰＡＧ１：プロピレンオキシド単位及びブチレンオキシド単位、並びにＯＨ末端を含
むＰＡＧ（式（ＩＶ）に対応、ｐは約２．８、ｑは約２．２）
　－ＰＡＧ２：プロピレンオキシド単位及びブチレンオキシド単位、並びにＯＣＨ3末端
を含むＰＡＧ（式（ＶＩ）に対応、ｓは約３．５、ｔは約２．８）
　－ＰＡＧ３（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌにより販売されるＳｙｎａｌｏｘ５０－１５Ｂ
（登録商標））：エチレンオキシド単位及びプロピレンオキシド単位に基づくＰＡＧ
　－ＰＡＧ４（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌにより販売されるＳｙｎａｌｏｘ１００－２０
Ｂ（登録商標））：プロピレンオキシド単位に基づくＰＡＧ
　－ＰＡＧ５：プロピレンオキシド単位及びブチレンオキシド単位、並びにＯＨ末端を含
むＰＡＧ（式（ＩＶ）に対応、ｐは約５、ｑは約４）
　－窒素化合物１（ＢＡＳＦ社により販売されるＩｒｇａｌｕｂｅ３４９（登録商標））
：式（ＩＡ）の化合物と式（ＩＢ）の化合物との混合物であって、式中、Ｒ１がヘキシル
基又はエチルヘキシル基を示し、Ｒ２が１１～１４個の炭素原子を含むアルキル基を示す
もの
　－窒素化合物２（Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ社により販売されるＶａｎｌｕｂｅ　Ｗ－３２
４（登録商標））：１１～１４個の炭素原子を含む少なくとも１つの直鎖状アルキル基を
含む少なくとも１つの脂肪族アミンから得られる少なくとも１つのタングステン酸アミン
と、１１～１４個の炭素原子を含む少なくとも１つの分枝状アルキル基を含む少なくとも
１つの脂肪族アミンから得られるタングステン酸アミンとの混合物
　－摩擦改質剤（Ａｄｅｋａ社により販売されるＳａｋｕｒａｌｕｂｅ５２５（登録商標
））：ジチオカルバミン酸モリブデン
　－基油（ＳＫ社により販売されるＹｕｂａｓｅ４＋（登録商標））：グループＩＩＩの
基油（ＡＳＴＭ　Ｄ４４５標準に従って１００℃で測定した場合に４．１ｍｍ2／ｓの動
粘度）
　－ポリマー１（Ｅｖｏｎｉｋ社により販売されるＶｉｓｃｏｐｌｅｘ６－５６５（登録
商標））：ポリメタクリレート
　－ポリマー２（Ｉｎｆｉｎｅｕｍにより販売されるＳＶ２０３（登録商標））：水素化
ポリイソプレン／スチレン
　添加剤パッケージ：スクシンイミド分散剤、ジチオリン酸亜鉛耐摩耗剤、サリチル酸カ
ルシウム洗剤、フェノール酸化防止剤、ジフェニルアミン酸化防止剤
【０１０１】
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【表２】

【０１０２】
　例２：耐摩耗特性の評価
　この評価は、ＦＡＬＥＸ摩擦計の使用を要するＡＳＴＭ　Ｄ２６７０標準に基づく手順
に基づいて行い、その試験条件を以下で説明する。
　－試験片：ＦＡＬＥＸ鋼
　－ブレークイン時間：３００秒間
　－試験時間：１８０分間
　－ブレークイン荷重：４４５Ｎ
　－試験荷重：１３３５Ｎ
　－速度：２９０ｒｐｍ
　－周辺温度
【０１０３】
　結果を表２に示し、μｍで表した。得られた値がより低いほど、評価した組成物の耐摩
耗特性が優れている。
【０１０４】
【表３】

【０１０５】
　結果は、本発明に係る潤滑組成物（組成物１～８）が良好な耐摩耗特性を有することを
示した。
【０１０６】
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　－追加の基油の存在又は非存在下において、
　－追加の添加剤の存在又は非存在下において
耐摩耗特性の改善が実際に得られたことに留意すべきである。
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